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エンビプロとサトー、「リチウムイオン電池リサイクル過程の情報化」実証成功 

輸送中の温度変化や再資源化の過程をデジタル化しトレース可能に 

株式会社エンビプロ・ホールディングス（本社：静岡県富士宮市、代表取締役社長：佐野富和、以

下「当社」）と株式会社サトー（本社：東京都港区、代表取締役社長：笹原美徳、以下「サトー」） 

は、使用済みリチウムイオン電池（以下「LIB」）の回収から再資源化までのリサイクル過程の履歴

をトレースできる情報取得の実証実験（以下「PoC」）に成功したことをお知らせします。 

なお、この PoC の内容および結果は、2024 年 12月４日（水）～６日（金）に東京ビッグサイトで

開催される「サーキュラーパートナーシップ EXPO 2024（主催：日本経済新聞社）」で展示します。 

 

■ 1. 背景および目的 

身近な製品から産業機器まで幅広く使用されている

LIB は、普及とともに廃棄量が増加しています。ま

た、LIBの材料となるリチウムやニッケル、コバルト

などのレアメタルは、将来的に材料不足が予想されて

います。そのため、使用済み LIBの回収から再資源化

の効率向上は社会課題の一つとなっています。加えて

近年、使用済み LIBの輸送中や廃棄物処理の過程にお

いて、発熱・発火による火災事故が急増しています。 

これらの課題に対応するため、当社とサトーは、使用済み LIB の回収から再資源化までの処理履

歴が確認可能になる、データ取得の実効性と実用性を検証しました。処理過程では、温度と衝撃の

情報を継続的に記録して状態をモニタリング。リサイクル工程では在庫管理、工程内ステータス記

録、各種履歴をトレースできるデジタル情報を取得しました。 

これらの履歴をシステム上で可視化することで、リサイクル過程のトレーサビリティと、リサイ

クル資源の生産量予測などの実現を視野に入れており、将来的にはウラノス・エコシステム*¹やバ

ッテリーパスポートへのデータ連携を想定しています。 

 

■ 2. 使用済み LIB再資源化のトレーサビリティ PoCの結果について 

今回の PoC は、使用済み LIBに RFID 温度ロガータグなどを取り付け、回収からリサイクル工場ま

で輸送時の温度や衝撃のデータを継続的に収集・記録しました。さらに、ブラックマス*²として再

資源化する、当社グループの株式会社 VOLTA が手掛ける LIB リサイクル工程の情報化に成功しまし

た。収集した各データはクラウド上に蓄積され、当社グループの株式会社ブライトイノベーション

が開発中のトレーサビリティ管理システム「TraceView」上で可視化が可能となりました。 

 

■ 3. 実証内容 

１．使用済み LIB 輸送時の温度データ取得 

RFID温度ロガータグ「LogBiz-Thermo」を用いて、LIB 輸送中の温度を継続的にモニタリングす

ることが可能となりました。 
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２．トレーサビリティの確立 

使用済み LIBを集積したドラム缶に固有の ID を付与し、輸送の日時や位置情報、温度情報、リ

サイクルの開始や工程ごとの日時、生産したブラックマスの ID へのひも付けなど、回収から再資

源化まで全工程における履歴をクラウド上に蓄積し追跡を可能にしました。 

 

３．効率的なリサイクルプロセス 

実証実験の過程や取得データをもとに、リサイクルプロセスにおけるトレーサビリティ実現の

知見と、新たな課題を発見しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 4. 新たに発見した課題 

 個体識別の ID管理や識別粒度・対象など、社会実装のルールメイキングが必要な項目があること 

 伝票の流れが動脈物流と静脈物流で異なる場合があり、商流の整備が必要な場面があること 

 リサイクル現場では業務上、状況判断による応用力が必要で、標準作業手順と異なる行動が発生

すること 

 

■ 5. 今後の展望 

PoC で得られた成果を踏まえ、当社とサトーは、使用済み LIB のリサイ

クルにおける情報化をさらに推進してまいります。将来的には、収集デー

タをバッテリーパスポートに連携させ、LIBのライフサイクル全体におけ

る情報の一元管理を目指します。また、リサイクルプロセスのさらなる最

適化と、社会全体の課題解決に貢献します。今後もサステナブルな社会の

実現に向けて、積極的に取り組んでまいります。 

 
※１：2023 年４月に経済産業省が発表した、Society5.0｟サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（物理空間）を高度に融合する 

ことで経済発展と社会的課題の解決と産業発展を両立する人間中心の社会｠の実現というビジョンに共感した方々とともに、こ

うした取組を通じて、その実現を目指す、一連のイニシアティブ

https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/digital_architecture/ouranos.html 

※２：LIBを放電・乾燥・破砕・選別することで再資源化したリチウム、コバルト、ニッケルの濃縮滓 

その他記載されている会社名、製品名は、各社の商標または登録商標です。 
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